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1.施設の概要等

2.指定管理者の概要等

その他 952,900

10,373,900

8,617,400

事業計画

1,110,248

50,000

9,149,201

415,500

859,9551,706,500

4,253

10,549,97110,373,900

9,537,103

0

9,531,000

31,770

〇施設の利用許可申請書の受理及び利用許可書の交付等に関すること
〇施設の利用の許可及びその変更又は取消しに関すること
〇施設の利用の禁止又は制限に関すること
〇施設の利用料金の徴収業務
〇施設の日常的な管理運営業務
〇集落支援業務
〇その他施設の設置目的に沿った事業
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施設の概要

設備の概要
施設面積：2,350.00㎡
施設内容：鉄骨造地上2階建
事務室、学習実習室①、学習実習室②、サークル室、大研修室、外コート

所 在 地

松阪市久米町926番地

指定管理者
米ノ庄住民自治協議会

松阪市久米町926番地

企画振興部地域づくり連携課　担当部署名

130,000

指定管理施設の管理運営評価表（評価対象年度：令和7年度）

地域住民が地域の特性に応じた主体的な地域づくりを実践するための自主的な活動及び交流の場
を提供するとともに、地域づくり活動支援、生涯学習の普及振興及び地域住民の福祉増進に寄与
するため、コミュニティセンターを設置する。

名 　　称

設置目的

米ノ庄地区コミュニティセンター

所 在 地

令和　7年　4月　1日　～　令和　8年　3月　31日

9,281,000　評価対象年度指定管理料

　評価対象期間
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施設利用料

720,003

収支差引額（A）-（B）

人件費
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事業費

その他

令和 6 年 4 月 1 日　～　令和 8 年 3 月 31 日

9,281,000

令和6年度

9,281,000

154,470

（単位：円）
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管理業務の実施状況

サービスの質の向上

施設・設備等の維持管理

○毎週水曜日の朝の打合せに、２週間の各自の勤務日の確認、会議やイベント、広報の内容等の
検討を行い情報を共有している。毎月の職員の勤務表も作成し、各自の休暇日、出張等を共有し
ている。
○業務を主に総務・会計業務、労務・住自協事業業務、生涯学習事業業務、維持管理業務に分
け、事務処理が一部の人に偏らないように、常に情報を共有しながら事務を進めている。
○労務・福利厚生事務については、社会労務士や市連合会等の関係機関と随時連絡を取りなが
ら、適切な事務遂行に努めている。
○障がいのある人や社会的弱者の人に、快適に利用いただけるように可動式スロープや多目的ト
イレを設置する等最善な取り組みに務めた。　利用者数　延べ6,498人　会議室利用数694件

○センターを気持ちよく使用していただくために、給湯室やトイレ等に使い方の案内を掲示をし
て、協力を呼びかけた。
○靴を脱いだり履いたりするロビーの一角に手摺りを取り付け、足元には「いたわりスペース」
として、靴を置かないように呼びかけをして、高齢者等に配慮している。
○必要に応じて利用案内、注意事項等を館内に掲示して、事故防止に努めた。
○イベントやマーケット等の参加者にアンケートを取ったり、出店者の生の声をヒアリングした
りして、絶えず「住民・利用者が主人公」を心がけて企画運営している。

○館内清掃を定期的に行うとともに、目視による施設設備の点検を行い、安心・安全な施設環境
の維持改善に努めている。
○施設設備に不具合が発生した時には、関係機関や業者に連絡する等、迅速な対応に努めてい
る。
○館内放送設備があれば、有事の際に迅速な対応ができる。
○駐車場での車同士の接触事故防止等のため、駐車場にトラロープを張り１台１台のスペースを
確保した。
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3.指定管理者業務運営項目別評価
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⑧地域の振興・活性化

　各種業務計画書、点検記録、整備・修繕･事故・故障等の履歴等
の各種管理記録等が整備・保管されていたか。

A

4

5

採点

4

5

　草取りや除草等を行い、利用者が快適に利用できるような良好
な景観が保たれていたか。 4

　全ての利用者が情報を得ることができるよう適切な利用情報の
提供を行ったか。

B

　当該施設・事業について、広報誌やパンフレットを作成するな
ど、具体的な取組みが実施され、積極的な利用促進が図られた
か。

　事故、災害等の緊急事態発生時の危機管理マニュアルの整備や
対応体制の確立はされていたか。

採点

5

5

⑦各種管理記録等の整備
　・保管

　施設の設置目的に基づいた管理運営上の基本方針が確立されて
いたか。
　また、職員は理解していたか。

　施設の管理運営を通して、施設の設置目的は達成されたか。

　利用者数は当初目標数を達成されたか。

　点検によって異常が認められた場合には、速やかに修繕・交
換・整備・調整等の適切な処置を講じたか。

③修繕業務

　施設の供用日数・供用時間は守られたか。また、適正な施設の
維持管理、運営が行われたか。

【（注1）のみ指定管理施設の管理運営評価表作成要項の評価基準1-（2）の採点基準にて評価】

①施設利用状況及び利用
　者数増加への取組み

②利用者の平等な利用

　自主事業や運営方法の工夫等利用者数増加に向けた具体的な取
組みはあったか。(注1)

　個々のサービスについて、対応職員によって格差が生じないよ
う、施設のサービス水準を確保するための取組みを行ったか。

　鍵の管理は適切であったか。

B

④樹木・植栽等管理業務

B

　敷地内は全て利用者が快適に利用できるよう清潔な状態が保た
れていたか。

　利用者ニーズに即した自主事業が実施されたか。

　地域や地域住民との交流･連携に関する取組みを実施し、地域交
流の支援を行ったか。

評　　価　　項　　目
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4

4

⑥苦情解決体制及び対応

担当部署評価

5

4

4

5

判定判定

A

4

5

④運営状況

⑤職員の配置状況・勤務
　実績

⑥鍵管理

②備品・什器等の保守点
　検

⑥意思疎通

①建物・設備の保守点検

⑤清掃業務

⑤非常時・緊急時の対応

　備品・什器等が適切に管理され、良好な機能が保持されていた
か。

サ
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　利用者からの意見・苦情等を受けて迅速かつ適切に処理できる
体制が整っていたか。
　また、事故、苦情に対する対応は適切であったか。

施
設
・
設
備
等
の
維
持
管
理

　管理運営業務全般について、市と指定管理者の責任者の間で十
分な連絡調整がなされていたか。

指定管理者
自己評価

①施設の目的や基本方針
　の確立

②施設設置目的の達成度

③利用者数

　建物・設備が適切に管理され、安全性の確保及び良好な機能の
保持がされていたか。

業務運営項目 内　　　容
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4

4
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④利用促進・PR

3

　職員の配置状況・勤務実績は適正であったか。また、業務執行
体制（作業責任者・業務担当者）は明確になっていたか。

A

5
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⑦自主事業

③適切な情報提供

4

5

4

4

4

4

5

4

5

4
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⑧利用者アンケートの実
　施

　利用者アンケートを実施し、利用者の意見・要望、満足度の把
握に努めたか。
　課題がある場合は対応策を講じたか。

5

5
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4.総合評価

１が含まれる

採点基準

協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている。

協定等で定めた水準以上のサービスが提供されているとともに、独自の新た
なサービスが提供されている。

協定等で定めた水準のサービスが提供されている。

Ｄ

優良

多くの世代が集う多様な行事が行われており、地域の活性化につなげている。即時性のある情報発信により、施設の周知も積
極的に進められている。
引き続き、コミュニティセンター及び住民自治協議会のさらなる周知に努められたい。

【改善すべき点】 【指導すべき点】

○珠算教室の誘致で使用料が定期的に入り、また飲料水や駄菓
子をロビーで販売し好評である。収入に貢献している。
○７年度マーケットを３回実施し、地元農家の野菜等の出店も
あり、地域の交流の場に定着してきている。出店者も職員が他
のマルシェなどに行き、声かけをしてブースが増えている。
○よねのマーケットやイベント等の広報に、インスタグラム等
を活用して、リアルタイムで情報を発信してる。
○趣味サークル活動の他、子ども講座、キッズクラブ、寿サー
クル等子どもから高齢者まで、幅広い年齢層にセンターが利用
されている。

○コミュニティセンターや住民自治協議会の認知度が低く、委
員の役割についても不十分な場面が見られることがあった。多
様な場での周知が必要である。
○調理室がなく、電子レンジが１台しかない。募集人数も少数
しか集められない。料理教室では、特段の衛生管理等に務めな
ければならず、準備も含めて職員の労力も著しい。
○業務はセンター長含め４名体制（別途労務員１名）で行って
いるが、指定管理になり、労務等の業務が増え、勤務時間が多
くなる傾向が続いている。地域づくりの拠点としての役割・活
動と職員の配置や賃金等のバランスを見直す必要がある。

〇施設の特性を活かした収入確保の工夫により、センター運営
の安定化に貢献されている。
〇SNSによる即時性のある情報発信により、従来の広報では届
きにくかった層への訴求にも成果が表れている。
〇子どもから高齢者まで多世代が集う多様なプログラムが展開
されており、世代を越えた交流が生まれる地域の居場所として
機能している。
〇施設の備品や設備に不具合が生じた際には、修繕業者や担当
部署への連絡を速やかに行っていただいており、利用者が安心
して施設を利用できる環境の維持に努められている。

【所属長意見（今後の方向性等）】

〇引き続き広報誌やSNS等を活用することで、コミュニティセ
ンターの認知度のさらなる向上に努めていただきたい。

担当部署評価指定管理者自己評価

【努力した点・成果等】 【評価すべき点】

良

普通

やや劣る

評価の判定基準

全てが３以上

５が半分以上かつ残りも３以上

２が含まれるＣ

協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されていない。
早急に改善が必要である。

協定等で定めた水準のサービスが一部提供されていない。

点数

1 劣る

評価

Ａ

Ｂ

5

4

3

2
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